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統計教育の現状と課題

～生涯教育としての
統計リテラシーの必要性～

東洋大学経済学部

渡辺美智子
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本日の話

o統計教育の現状と課題

n 統計学会統計教育委員会の活動
n International Statistical Literacy Project
n 新課程学習指導要領の現状と問題点

n キャリアとしての統計リテラシイ

n マルチメディア教材開発

n 教育の大学連携
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統計教育委員会
o 統計教育推進委員会 （統計学会特別委員会：1974年～)
o 統計教育委員会 （統計学会評議員会委員会:1984年～）
現在，第9期
n 小・中・高等学校・新指導要領における「統計」の取り扱い
n 高等学校・数学B教科書における「統計とコンピュータ」の内容
（センター入試との関連）

n 他の統計教育推進学会・組織との協調と連携体制
p 数学教育学会統計分科会
p 全国統計教育研究協議会
p 統計局・統計研修所
p （統計教育部会）

n I.S.I.およびI.A.S.E.のプロジェクトとの連携
p 多言語対応統計用語データベース（委員会HPで提供）
p IASE National Correspondents

n 社会人を対象とした統計活用実態調査の企画
n メディア教育開発センター（MINE)助成

p マルチメディア統計事典（CD-ROM）の製作
＜今年度の活動実績＞
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International Statistical Literacy Project
o Literacy から Numerical Literacy へ

n A World Numeracy Program (WNPAC １９９４）

o 数字に関する知識・活用力（統計を含めて）
(1) Promotion of National Numeracy Programs (NNP);
(2) TV series “The World of Numbers”;
(3) Survey of International Statistical Training efforts;
(4) Survey of National Statistical Training efforts;
(5) Certifications of statisticians;
(6) Multilingual glossary of statistical terms;
(7) Register of International Statistical Standards;
(8) Hall of fame of great Statisticians;
(9) Code of Ethics in Statistics;
(10) Museum of Numbers.
International Statistical Literacy Project
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National Numeracy Programs

o National Statistics Day
n 11月19日 （African Statistics Day)
n 5月9日 （Turkey）

o 10月18日（統計の日）

n 「論より数字，勘より統計」
平成15年

n 「たしかな統計 しあわせづくり

まちづくり 」 平成7年

n 「統計は明るい暮らしの道しるべ」
昭和52年
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Multilingual glossary of 
statistical terms

ISI のHP
Eurostat のHP

統計教育委員会
のHP
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Statistical Literacy 

o統計数値情報やデータに基づく議論に対して

適切な理解と厳密な評価を下す能力

o統計数値情報やデータ（分析）に基づく

コミュニケーションや意思決定の能力

Gal, Iddo. Adults’ Statistical Literacy: Meanings, Components, 
and Responsibilities.
(In International Statistical Review, Vol.70,2002）
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最近の話題

o視聴率調査

o総選挙での議席予測

o各種(経済)指標の問題
n CPIなど

o情報公開と統計の知識

n 統計の知識の必要性
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視聴率調査の場合(Asahi.comより)
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視聴率問題の記事(Asahi.comより)
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出口調査による議席数予測(投票締め切り時点)
とその結果(日刊スポーツ11/11より)

党名 NHK 日テ TBS フジ 朝日 東京 結果

自民 214-241 221 230 233 220 224 237

民社 170-205 205 188 180 193 193 177

公明 23-38 28 32 36 35 31 34

共産 6-11 8 10 9 9 9 9

社民 2-12 3 5 3 7 4 6

保守 2-4 1 3 4 3 4 4

他 14 12 15 13 15 13
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選挙予測

o予測(推定）値の意味
n ５時間後には正しい結果

n 予測数字を確定した数値のように

議論する無意味さ

p 200議席を越すようなら…(民主党代表)
p自民は敗北では…

o数字の意味(精度)に考慮不足
o視聴率の数字の扱いも同様

統計的知識の欠如が原因…
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ネットワーク社会＆
情報公開社会における統計

oデータ（情報?)が簡単に手に入る
o分析ツールが簡単に使用できる

o統計的知識の活用が何かを生む時代

o 「統計」をアピールするチャンス

n 統計的考え方・モノの見方の必要性
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ネットワーク社会における
統計リテラシーの必要性

o膨大な電子化データの蓄積と

それらの分析処理が大きな課題

（機械的分析から知識発見に結びつく分析）

n 受発注(EOS)，販売時点(POS)データベース
n 官庁･財団・民間が提供する経済・社会統計
マクロデータからミクロデータへ

情報収集 ＋ 情報分析 ＋ 知識発見
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ネットワーク社会で
必要とされる人材・能力

o 自発的な問題設定能力

o 関連する資料・データ・情報の迅速な収集能力

o 計量分析を含めたこれらの分析能力

o 結果の効果的な情報発信能力

私学文科系学部・社会人の再教育の課題

（モノからカネ・サービスの計量分析的管理）

問題解決・知識発見型の総合情報処理能力
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企業における”統計”の需要度調査

o 武田和昭(1995)：
「企業から見た数学教育
の需要度」

（日本数学教育学会高専部会研

究論文誌 Vol.2）

n 「社会的要請と学習指導要
領の変化に対応する大学
初期教育の改善（数学教
育）」

n 東証一部，二部上場全企
業1635社対象

分野
選択比率
(文系）

選択比率
(理系）

統計学 72.2% 77.8%
プログラミング 49.4% 77.2%
何でも良い 32.3% 0.0%
微分積分 23.2% 44.5%
計画数学 22.1% 36.2%
線形代数 16.7% 33.7%
その他 4.6% 2.6%
数学史 0.4% 0.0%

大学で
学んできて欲しい分野
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企業における”統計”の需要度調査

算数・数学のカリキュラムに社会のニーズを反映させる

o 仕事をする上で大切な算数・数学(28項目中） 「データに基づく予測」 第4位
o 特に大切な部課・部署がある算数・数学 「統計」 第２位
o ｢大切ではない」と思わない算数・数学 「データに基づく予測」 第２位，

「統計」 第5位

企業が期待している人間像

「数が分かり計算ができ，データに基づいて予測でき論理的に考えられ，判断
力があり，統計ができ，簡潔に表現できる」人材。
公式を覚えていることは重要ではない。

「データに基づく予測は，わが国の算数・数学ではそれほど強調されておらず，
今後このような視点をより強調したカリキュラムが必要」

「統計は新学習指導要領では中学校2年から
高校の「数学基礎」へと移行されたが，企業の期待は高い。」

瀬沼花子(2002)：企業から見た算数・数学の必要度や期待
（第35回数学教育論文発表会論文集 WG1）
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学習指導要領（新教育課程）

S26年 S33年 S42年 S52年 H元年 H10年

１
年
・○×でグラフ
を作る

ナシ ナシ ナシ ナシ ナシ

２

年

・実際の場で、
表やグラフを
作り読む

ナシ

・簡単な事柄を
整理し、表や
グラフに表す

ナシ ナシ ナシ

３
年

・実際の場で、
２元表を用い
る

・絵・棒グラフ
を作り読み比
較する

・概数を読む

・簡単な事柄を
集計整理、表グ
ラフに表す

・２元表・棒グラ
フを作り読む

・折れ線グラフを
読む

・資料を表・グ
ラフで表す

・棒・折れ線グ
ラフを作り読む

・資料を表やグラフで表し読
む（日時、場所など、観点を
決めて分類、整理する）

・棒グラフの読み方・書き方
を知る

o小学校

※名城大学大学院教授 木村捨雄氏 作成資料から引用



19

学習指導要領（新教育課程）o小学校
S２6年 S33年 S42年 S52年 H元年 H10年

4
年

・実際の場で、
２元表、絵・棒・
折れ線グラフが
使える

・変化を読む

・目盛

・落ちや重なり
の検討、表や
グラフを用いる

・折れ線グラフ
の読み書き、変
化の様子

棒・折れ線グラ
フ

・集合を用いた
資料の整理、落
ちや重なりの検
討

・目的に応じた資料の整
理

・落ちや重なりの検討

・棒・折れ線グラフから傾
向・特徴を読む

5
年

・具体的な経験、
折れ線グラフの
傾き(減少増加)、
変化の度合い
の理解

・折れ線グラフ
を読む能力

・平均や延べを
用いる能力

・分布、資料の
ちらばり・代表
値

・円・帯グラフ、
各種表グラフ
の特徴

・百分率と歩合
（割、歩合）を知
る

・資料のちらば
り、平均、度数
分布、区間、一
部からの全体の
傾向の推論

・円・帯グラフ

・目的に応じて資料を整
理し、円・帯グラフに表す

（H10年：百分率）

※名城大学大学院教授 木村捨雄氏 作成資料から引用



20

学習指導要領（新教育課程）o小学校

S26年 S33年 S42年 S52年 H元年 H10

6
年

・実際の場で、
正方形・帯・
円グラフを作
り読む能力

・百分率で全
体と各部分、
部分相互の
関係を扱える
能力

・場合の数を
扱う能力

・目的に応じた
表・グラフを用
いる能力

・料金を早く知
る表・グラフを
作り読む能力

・数量的な問
題の処理、百
分率を使える

・起こりうる場
合の数と確か
らしさ（確率）

・目的に応じ
た表・グラフを
作り使う

・資料のちら
ばり、資料を
統計的に考
察し、表現す
る

・度数分布、
一部から全体
の傾向の推
測

・目的に応じ
表・グラフの
活用

・資料のちらば
り、資料を統計
的に考察し、
表現する

・度数分布、一
部から全体の
傾向の推測、
目的に応じた
表・グラフの活
用

・起こり得る場
合を順序よく
整理

・平均
の意
味を
知り、
使う

※名城大学大学院教授 木村捨雄氏 作成資料から引用
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学習指導要領（新教育課程）

o小学校（H１４～）
6年（従前）「簡単な場合について資料の散
らばりを調べるなど，統計的に考察したり表
現したりする能力を伸ばす（度数分布表，グ
ラフ）」

6年（新）「平均の意味を理解し，それを用いるこ
とができるようにする」

※名城大学大学院教授 木村捨雄氏 作成資料から引用
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学習指導要領（新教育課程）

S26年 S33年 S42年 S52年 H元年 H10

1
年

・新聞雑誌
の各種グラ
フを読み、
グラフに表
す

・目的に応じた
資料の整理

ナシ

2
年

・自然・社
会現象の
比例関係
をつかみ、
問題を解
決する

・多数回試行と
確率

・目的に応じ
た資料の整
理

・目的に応
じた資料
の整理 ナシ

3
年

・統計的
資料の
整理

・統計的資料の
整理

・標本調査：標
本と母集団

・多数回試
行と確率

・標本調査

・多数回試
行と確率

・標本調査
ナシ

o中学校

※名城大学大学院教授 木村捨雄氏 作成資料から引用
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海外事例（オンタリオ州教育委員会）

Contents

• Number Sense and 
Numeration 

• Measurement

• Geometry and 
Spatial Sense

• Patterning and 
Algebra

• Data Management 
and Probability

Mathematics ：The Ontario Curriculum, Grades 1-8

1997~
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Data Management and probability

o 具体的な題材や現象に関して，データを収集して,整理し表現する

o 具体的な題材に関して示されたデータを理解し，データに関して
話ができる

o 例を使って確率の話ができ，日常の身近な出来事に確率を使う表
現ができる

Collecting，Organizing and Analysing Data
Concluding and Reporting
Probability

Mathematics ：The Ontario Curriculum, Grades １
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Data Management and probability

o データを体系的に収集し,整理し，分析する
o コンピュータを使って，データを処理できる

o コンピュータを使ってデータをグラフにする

o 記述されたデータを解釈し，適切な数学・統計用語で

情報を表現する

o データを吟味し，データ分析を通して結論を導く

o 課題設定と解決に確率の知識を使う

o 場合の数と確率の計算

Collecting and Organizing Data
Analysing Data
Concluding and Reporting
Probability

Mathematics ：The Ontario Curriculum, Grades ６
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高校での
学習指導要領（新教育課程）

o 身近な統計」(数学基礎) ：
目的に応じて資料を収集し，それを
表やグラフなどを用いて整理すると
ともに，資料の傾向を代表値を用い
てとらえるなど，統計の考えを理解
し，それを活用できるようにする。

o 「統計とコンピュータ」(数学B) ：
統計についての基本的な概念を理
解し，身近な資料を表計算用のソフ
トウェアなどを利用して整理・分析し，
資料の傾向を的確にとらえることが
できるようにする。
ア 資料の整理 (度数分布表，相関
図), イ 資料の分析 (代表値，分散，
標準偏差，相関係数)

中学からの移行 高校

資料の整理 数学基礎

数学B

標本調査
数学基礎

数学C
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高校での
学習指導要領（新教育課程）

o 「確率分布」(数学C) ：
確率の計算及び確率変数とその分布についての理解を深め，不確定な事象を
数学的に考察する能力を伸ばすとともに，それらを活用できるようにする。

ア 確率の計算, イ 確率分布 (確率変数と確率分布，二項分布，
条件つき確率，平均，分散，標準偏差) 

o 「統計処理」 (数学C) ：
連続的な確率分布や統計的な推測について理解し，統計的な見方や考え方を
豊かにするとともに，それらを統計的な推測に活用できるようにする。

ア 正規分布 (連続型確率変数，正規分布), 
イ 統計的な推測の考え (推定)
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高校での
｢統計」関連の履修者比率

o 「身近な統計」(数学基礎) ：
数学Ⅰ（９８％），数学基礎（２％）： H15年度教科書採用実績

o 「統計とコンピュータ」(数学B)

o 「確率分布」(数学C)
o 「統計処理」(数学C)

依田(2003) 「高校における
統計教育の現状と問題点」
統計関連学会連合大会



29

「数学」以外の科目の中での統計

o 中学校社会科教科書（Ｔ書院）に掲載されている統計図表
・・・約５００

o 高校・・・指導要領の中に“統計”が含まれる

「情報A」 13社中9社の教科書
「情報B」 9社中5社の教科書
「情報C」 10社中9社の教科書
(表計算ソフトの統計機能を使って・・・）

「世界史」
「地理A」
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提言活動の必要性

o 「数学」に関する学習指導要領の改訂
社会のニーズ

o 「数学B」，「数学基礎」，「情報」，その他教科書の問題点
教科書改訂に向けて・・・センター入試とも絡む

上記の提言を一連の組織やグループが連携して行なう必要性
p 総務省統計局，統計研修所
p 統計教育委員会（統計学会）
p 統計教育部会（〃）
p （財）日本統計協会
p 全国統計教育研究協議会
p （財）全国統計協会連合会
p （財）統計情報研究開発センター
p 数学教育学会
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“総合学習”
－「統計」としての統計教育－

o数学でなく，科学を支える学問として

n 実証研究としての役割

n 小中学校 総合学習の場での話題提供
p数字やグラフ、表を読んだり、作成し、人に説明
する能力の育成

n 大学・社会人 企業とのタイアップなど
p企業での活用事例

総合学習をテーマにしたシンポジウムの企画，優秀事例に統計教育賞



32

キャリアとしての統計
Careers in Statistics

o ASAやRSSでは，積極的にキャリアについての紹介

n 統計を学ぶとどのような専門職が得られるのか
n 他の専門職や資格試験の中でどのように統計知識が活用されるのか
（看護士，臭気判定士，法化大学院やシスアドの試験・・・

n 学ぶためのモチベーション(統計に対する知的好奇心）
p楽しいことだけでなく、実利の説明の必要性 (小・中学生に対しても）

n キャリアとして
p仕事としての役割
p充実感の取得
p実利の取得

分かりやすい事例
興味ある身近な題材
分かりやすさから精密
性へ
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ASAの例
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Royal Statistical Societyの例
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教育の情報（IT）化への対応

o マルチメディア教材の開発

o New media in academic teaching

（大学等高等教育機関を対象とした高度専門教育の場での

ニューメディアの活用・促進）

o Multimedia book (既存の図書類の変換）

static form から dynamic form へ

（text, image, sound, movement) 

New media in education



36

ドイツにおける
New media in education

o 統計関係では，2つの プロジェクト

の採用

n New statistics グループ

ベルリン自由大，

ハーゲン大など10大学の

統計研究者20名

n e-stat グループ

Oldenburg大，他

applet
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教育のIT化への対応

New 
Statistics
のプロジェ
クトメン
バーも含
めて
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サイバー・キャンパス・コンソーシアム

教育の大学連携
（私立大学情報教育協会）

o 学問領域別に
私情協のポ－タルサイトに，電子
化教材を掲載し、大学間ネット
ワークを通じて共同授業・生涯学
習プログラムの形態を探る

o e-learningシステムの
形態も模索

o 統計科学領域の立ち上げ

CCC実験計画要綱(私情協）より
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統計教育支援のためのWeb教材開発



電子図書・統計用語辞書へのリンク
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ネット社会における新しい教育システム

o社会人への生涯学習の需要

n 知識・技術の更新サイクルが短い

o個人のレベルに応じた学習への需要

インターネットを取り巻く技術の進歩
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統計教育部会のお誘い
o 会長 （統計数理研究所 村上征勝先生）

HPで入会受付け
http://stat.sci.kagoshima-u.ac.jp/SESJSS/


